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給
食
の
果
た
す
役
割
は
、

学
校
教
育
で
は
教
材
と
し
て

位
置
づ
け
さ
れ
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
幾
度
と
説
明
し

て
い
る
の
で
承
知
し
て
い
る

も
の
と
思
う
。

　
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴

い
、
全
体
の
給
食
費
の
金
額

は
減
少
し
て
い
る
が
、
公
費

負
担
額
は
年
々
増
加
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
物
価
高
騰
な
ど
、

社
会
情
勢
に
お
い
て
子
育
て

し
て
い
る
保
護
者
や
家
庭
に

お
い
て
は
、
厳
し
い
状
況
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
大
西
町
長
が
初
当
選
し
た

平
成
22
年
に
は
、
児
童
生
徒

数
が
８
４
４
人
、
令
和
５
年

度
の
児
童
生
徒
数
は
５
５
０

人
と
、
約
35
％
減
少
し
て
い

る
。

　
国
の
方
針
と
し
て
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
が
議
論
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、

本
町
に
お
い
て
も
無
償
化
に

取
組
む
時
期
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

　
給
食
費
を
含
め
て
子
育
て

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
議
論

の
熟
度
自
体
は
も
う
高
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
確
た
る
返
事
が
で
き
な
い

理
由
に
は
、
財
源
の
全
体
的

な
問
題
が
あ
り
、
起
債
残
高

の
総
額
自
体
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
合
併
特
例
債
を
活

用
で
き
た
時
代
と
比
べ
れ
ば

起
債
残
高
総
額
に
対
す
る
有

利
な
交
付
税
措
置
が
低
下
し

て
い
る
。

　
起
債
残
高
総
額
は
圧
縮
さ

れ
て
い
る
が
、
真
水
の
借
金

が
思
っ
た
ほ
ど
圧
縮
さ
れ
て

い
な
い
。

　
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、

直
ち
に
確
定
的
な
答
弁
が
で

き
な
い
が
、
財
政
が
あ
ま
り

に
前
面
に
出
る
と
住
民
ニ
ー

ズ
と
施
策
が
か
け
離
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
有
る
た
め
、
子

育
て
支
援
全
体
の
政
策
の
中

で
検
討
す
る
。

町政を町政を
一般質問とは、町政
全般について、フ
リーテーマで行政側
に質問するもので、
議員の権利のひとつ
となっています。

総
合
的
に
政
策
判
断
す
る

給食費

無
償
化
で
き
な
い
か

具
体
的
な
方
法

協
議
を
進
め
る

通学路対策

危
険
箇
所

早
急
に
改
善
を

13 議員が質問・提案を

山本 久夫 議員
やまもと ひさ  お

学校給食の一コマ
（上と右）

大
西
町
長

　
　
学
校
教
育
の
中
で
、
期

間
を
決
め
学
習
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
一
年
間
を
通
し
て

同
和
学
習
・
人
権
学
習
は
で

き
な
い
か
。

　
ま
た
、
保
護
者
に
対
し
て

の
啓
発
活
動
の
状
況
は
。

　
年
間
計
画
の
標
準
授
業
時

数
等
を
踏
ま
え
、
地
域
や
学

校
の
実
態
に
応
じ
て
教
育
課

程
を
編
成
し
て
い
る
。
内
容

と
時
間
数
等
が
決
め
ら
れ
て

お
り
、
年
間
を
通
し
て
人
権

対
策
に
特
化
し
た
授
業
は
な

い
。

　
個
人
の
価
値
の
尊
重
、
正

義
と
責
任
、
男
女
の
平
等
等
、

自
他
の
敬
愛
と
協
力
な
ど
、

人
権
に
関
す
る
内
容
に
つ
い

て
、
人
格
の
完
成
を
目
指
す

も
の
だ
。
相
手
の
こ
と
を
思

い
や
る
心
、
差
別
や
偏
見
を

持
つ
こ
と
な
く
基
本
的
人
権

の
尊
重
を
小
中
高
の
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
学

習
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
問
題
研
修
会

を
実
施
し
、
保
護
者
、
児
童

生
徒
、
教
職
員
、
地
域
住
民

に
呼
び
か
け
行
っ
て
い
る
。

保
護
者
の
参
加
は
こ
の
３
年

間
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
年

度
は
９
校
が
計
画
し
、
２
月

か
ら
９
月
に
か
け
実
施
す
る

予
定
。

　
　
最
近
、
町
内
で
部
落
差

別
発
言
が
発
生
し
た
。
特
に

地
域
な
ど
へ
の
、
出
前
講
座

な
ど
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

そ
し
て
、
企
業
へ
の
研
修
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
今
現
在
で
も
差
別
に
苦
し

ん
で
い
る
方
が
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
啓
発
、
教
育
を
進
め

る
う
え
で
あ
ら
ゆ
る
手
法
等

検
討
が
必
要
だ
。

　
人
権
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
る
が
、
今
後
も
地
域
に

入
っ
て
対
象
者
を
絞
っ
て
の

実
施
な
ど
、
人
権
課
題
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

人
権
係
が
２
名
体
制
で

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
人
権
行
政
を
十
分
に

や
っ
て
行
け
る
か
。

人
権
教
育
は
地
域
社
会
や

学
校
教
育
に
広
く
浸
透
し
て

お
り
、
一
定
の
成
果
が
得
ら

れ
て
い
る
と
の
判
断
の
も
と
、

基
本
改
革
に
よ
り
今
年
度
か

ら
正
職
員
２
名
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。
啓
発
と
教
育

を
一
本
化
し
、
効
果
的
に
推

進
で
き
る
と
判
断
し
た
。

　
将
来
的
に
は
、
生
涯
学
習

の
中
に
位
置
付
け
、
他
の
人

権
関
係
部
署
と
連
携
し
、
広

く
深
く
、
効
果
的
な
啓
発
教

育
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
特
に
雨
の
日
の
場
合
、

歩
い
て
登
校
し
て
い
る
児
童
、

生
徒
は
少
な
い
。
校
門
の
前

な
ど
危
険
箇
所
が
あ
り
対
策

が
必
要
と
思
う
が
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

　
特
に
入
野
小
学
校
校
門
が

危
険
だ
が
、
対
策
は
な
い
か
。

　
特
に
雨
の
場
合
は
、
保
護

者
が
車
で
送
迎
す
る
こ
と
が

多
い
。
児
童
生
徒
の
安
全
対

策
が
必
要
な
状
況
が
生
じ
て

い
る
。
保
護
者
に
は
、
送
迎

車
の
駐
車
場
所
や
送
迎
ル
ー

ト
を
明
確
に
し
、
総
会
、
口

頭
説
明
、
文
書
に
よ
り
周
知

し
て
い
る
。

　
入
野
小
学
校
の
校
門
前
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
職
員

も
登
校
時
に
交
通
安
全
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

　
通
学
路
安
全
対
策
の
報
告

書
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
て
お

り
今
後
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
方
法
が
な
い
か
関
係
部

署
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

部落問題

一層の啓発活動を

あらゆる手法で展開する

商工会横に設置の看板

澳本 哲也 議員
おくもと　てつ   や

危
険
が
多
い
入
野
小
学
校

校
門
前
（
令
和
６
年
12
月
）

岡
本
教
育
次
長

岡
本
教
育
次
長

宮
川
教
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長

宮
川
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育
長


